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(百万円未満切捨て)

１．平成27年３月期第２四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) （%表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第２四半期 2,887 37.8 223 ― 276 ― 232 ―

26年３月期第２四半期 2,095 △11.2 △272 ― △355 ― △274 ―

(注) 包括利益 27年３月期第２四半期 370 百万円 ( ―％) 26年３月期第２四半期 △292 百万円 ( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年３月期第２四半期 6.74 6.59

26年３月期第２四半期 △8.16 ―
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年３月期第２四半期 6,662 5,070 72.7

26年３月期 4,888 3,533 67.8

(参考) 自己資本 27年３月期第２四半期 4,841百万円 26年３月期 3,315 百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

27年３月期 ― 0.00

27年３月期(予想) ― 3.00 3.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,000 43.8 710 ― 610 ― 570 ― 16.74
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 有

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 １ 社 (社名)TechLaw Solutions, Inc. 、除外 ― 社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期２Ｑ 35,411,360株 26年３月期 34,411,360株

② 期末自己株式数 27年３月期２Ｑ 630株 26年３月期 630株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期２Ｑ 34,492,697株 26年３月期２Ｑ 33,707,190株

　当社は、平成26年４月１日を効力発生日として、普通株式１株につき10株の割合で株式分割を行いました。これに伴

い、当該分割が前連結会計年度の期首に行われたと仮定して、発行済株式数（普通株式）を算定しております。

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　

・当社は、平成26年４月１日を効力発生日として、普通株式１株につき10株の割合で株式分割を行いました。これに

伴い、当該分割が前連結会計年度の期首に行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益を算定しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日～平成26年９月30日）における世界経済は、新興国において弱さ

が見られるものの、米国の緩やかな回復やヨーロッパの持ち直し等、全体として回復傾向に向かっております。我

が国経済は、個人消費や企業の設備投資等で一部弱い動きが見られたものの、政府・日銀による継続的な金融緩和

政策の効果から、企業収益の改善や、雇用環境の改善などにより景気は緩やかな回復基調を維持しております。

このような環境の下、当社グループは事業拡大のため、昨年５月の米国ナスダック市場への上場以来、ディスカ

バリ（証拠開示）支援業務の主要市場である米国において業務パートナー開拓に取組んでまいりました。具体的に

は、米国での効率的な販売チャネルを開拓するために、テックロー・ソリューションズ社（TechLaw Solutions,

Inc.）の株式を８月28日に100％取得し、完全子会社化いたしました。同社は、1983年の創業以来一貫してeディス

カバリ事業を展開しており同業界での老舗としてのブランド力、米系企業や米国政府機関等に販売チャネルを持っ

ております。最先端のテクノロジーや革新的な製品、サービスを持つ当社と結びつくことにより、企業価値向上が

図れるものと確信しております。なお、この買収資金の調達のため、ドイツ銀行ロンドン支店を割当先とする新株

式を発行しております。

また、当第２四半期連結会計期間において、人工知能応用技術であるPredictive Codingの特許を取得したことに

より、当社の最先端のテクノロジーの革新性をより強固に裏付けることができました。また、当社独自の人工知能

「バーチャルデータサイエンティスト」によるビックデータ解析の最新技術を応用し、医療分野への本格参入に向

け、新たな展開をスタートさせました。引き続き、当連結会計年度の計画の達成に向け、米国での事業の拡大、な

らびに日本、韓国、台湾でのマーケットシェア拡大に注力してまいります。

当第２四半期連結累計期間の事業内容別の売上につきましては次のとおりであります。

eディスカバリ事業につきましては、大型カルテル調査案件が第１四半期から引き続き継続していることに加え、

テックロー・ソリューションズ社の買収後の売上高も加わり、売上高は2,663,653千円（前年同四半期比41.0％増）

となりました。

リーガル/コンプライアンスプロフェッショナルサービス事業につきましては、当社サービスが複数の第三者委員

会の調査案件で活用される等、当社の人工知能等の最先端調査技術の価値が改めて注目されたものの、調査案件の

一件当たりの単価低下の影響を受けたことにより、売上高は179,238千円(前年同四半期比2.4％減)となりました。

その他の事業につきましては、売上高は44,921千円（前年同四半期比91.0％増）となりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は2,887,813千円（前年同四半期比37.8％増）となりました。

損益につきましては、自社開発の電子証拠開示支援システム「Lit i View」（リット・アイ・ビュー）の機能強化

のための継続的な投資を継続していると同時に、一時的な支出として買収関連費用が87,803千円発生しております

が、増収の効果によって営業利益は223,744千円（前年同四半期比496,427千円増）となりました。

経常利益は、急激な円安による為替の影響により276,211千円（前年同四半期比631,993千円増）となり、四半期

純利益は232,512千円（前年同四半期比507,496千円増）となりました。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（資産）

総資産は、前連結会計年度末と比べて1,773,635千円増加し、6,662,315千円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末と比べて993,214千円増加し、3,752,835千円となりました。これは主に現金及び

預金の増加416,856千円、受取手形及び売掛金の増加513,396千円によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末と比べて780,420千円増加し、2,909,480千円となりました。これは主に顧客関連

資産の増加351,341千円、のれんの増加147,045千円、投資有価証券の増加142,927千円によるものであります。

（負債）

負債合計は、前連結会計年度末と比べて236,312千円増加し、1,591,822千円となりました。

流動負債は、前連結会計年度末と比べて310,413千円増加し、1,098,382千円となりました。これは主に買掛金の

増加80,755千円、未払金の増加94,448千円、短期借入金の増加36,000千円及びその他に含まれている未払消費税の

増加56,016千円、未払費用の増加29,926千円によるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末と比べて74,101千円減少し、493,440千円となりました。これは主に長期借入金の

減少137,299千円、長期繰延税金負債の増加52,402千円によるものであります。
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（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末と比べて1,537,322千円増加し、5,070,492千円となりました。これは主に、第

三者割当増資の払込みによる資本金及び資本剰余金の増加1,155,600千円、利益剰余金の増加232,512千円によるも

のであります。

（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、1,794,252千円となりま

した。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況と、その主な要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は517,238千円（前年同四半期は186,023千円の減少）となりました。これは主に、

税金等調整前四半期純利益の計上、売上債権の減少等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動により減少した資金は1,168,645千円（前年同四半期比801,347千円の増加）となりました。これは主に

新規連結子会社の取得による支出891,575千円によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動により増加した資金は1,044,255千円（前年同四半期比491,476千円の増加）となりました。これは主に

株式の発行による収入1,155,600千円、長期借入金の返済による支出137,299千円によるものであります。

　

　

（３）連結業績予想に関する定性的情報

平成27年３月期連結業績予想につきましては、前回公表時（平成26年５月14日）から変更はございません。

（注）業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、不確実な要素を含んでおります。実際の業績等は、今後

様々な要因によって記載内容と異なる可能性があることを予めご承知ください。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

当第２四半期連結会計期間より、テックロー・ソリューションズ社の全株式を取得し子会社としたため、連結

の範囲に含めております。

　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(税金費用の計算)

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日改正。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日改正。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日改正。以下「事業分離

等会計基準」という。）等が平成26年４月１日以後開始する連結会計年度の期首から適用できることになったこ

とに伴い、第１四半期連結会計期間よりこれらの会計基準等（ただし、連結会計基準第39項に掲げられた定めを

除く。）を適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計

上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。

また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取

得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変

更いたしました。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）

及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期

首時点から将来にわたって適用しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ87,300

千円減少しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,486,474 1,903,331

受取手形及び売掛金 872,751 1,386,148

商品 291 273

貯蔵品 6,777 10,999

繰延税金資産 148,945 152,970

貸倒引当金 ― △12,435

その他 244,380 311,547

流動資産合計 2,759,620 3,752,835

固定資産

有形固定資産

建物附属設備（純額） 111,672 137,286

工具、器具及び備品（純額） 550,374 603,191

リース資産（純額） 9,279 8,216

有形固定資産合計 671,326 748,694

無形固定資産

ソフトウエア 868,675 839,238

のれん ― 147,045

顧客関連資産 ― 351,341

その他 73,516 155,488

無形固定資産合計 942,191 1,493,113

投資その他の資産

投資有価証券 372,910 515,837

差入保証金 126,047 143,329

その他 16,584 8,505

投資その他の資産合計 515,541 667,672

固定資産合計 2,129,059 2,909,480

資産合計 4,888,680 6,662,315
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 61,720 142,476

短期借入金 ― 36,000

1年内返済予定の長期借入金 274,599 274,599

未払金 262,859 357,307

未払法人税等 8,970 32,156

賞与引当金 91,704 87,568

その他 88,114 168,274

流動負債合計 787,969 1,098,382

固定負債

長期借入金 438,000 300,700

繰延税金負債 65,712 118,114

退職給付に係る負債 19,286 28,549

資産除去債務 29,641 35,520

その他 14,901 10,555

固定負債合計 567,541 493,440

負債合計 1,355,510 1,591,822

純資産の部

株主資本

資本金 1,095,358 1,673,158

資本剰余金 882,818 1,460,618

利益剰余金 1,160,500 1,393,012

自己株式 △26 △26

株主資本合計 3,138,651 4,526,763

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 143,529 235,525

為替換算調整勘定 33,007 79,700

その他の包括利益累計額合計 176,536 315,225

新株予約権 196,675 207,950

少数株主持分 21,306 20,553

純資産合計 3,533,169 5,070,492

負債純資産合計 4,888,680 6,662,315
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 2,095,901 2,887,813

売上原価 1,173,008 1,322,471

売上総利益 922,893 1,565,342

販売費及び一般管理費 1,195,577 1,341,597

営業利益又は営業損失（△） △272,683 223,744

営業外収益

受取利息 183 686

受取配当金 6,750 9,000

為替差益 54,647 74,490

その他 2,278 1,365

営業外収益合計 63,858 85,542

営業外費用

支払利息 5,217 3,784

株式公開費用 120,872 ―

株式交付費 ― 16,178

シンジケートローン手数料 11,833 9,185

その他 9,035 3,926

営業外費用合計 146,958 33,075

経常利益又は経常損失（△） △355,782 276,211

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前
四半期純損失（△）

△355,782 276,211

法人税等 △83,009 44,452

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株
主損益調整前四半期純損失（△）

△272,773 231,759

少数株主利益又は少数株主損失（△） 2,210 △753

四半期純利益又は四半期純損失（△） △274,984 232,512

決算短信 （宝印刷）  2014年11月12日 19時17分 9ページ （Tess 1.40 20131220_01）



株式会社UBIC(2158) 平成27年３月期 第２四半期決算短信

8

四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株
主損益調整前四半期純損失（△）

△272,773 231,759

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △25,776 91,996

為替換算調整勘定 6,508 46,693

その他の包括利益合計 △19,267 138,689

四半期包括利益 △292,040 370,448

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △294,251 371,201

少数株主に係る四半期包括利益 2,210 △753
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整
前四半期純損失（△）

△355,782 276,211

減価償却費 210,711 255,772

のれん償却額 - 801

株式公開費用 120,872 -

株式交付費 - 16,178

シンジケートローン手数料 11,833 9,185

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,594 -

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - 9,047

賞与引当金の増減額（△は減少） 739 △5,259

貸倒引当金の増減額（△は減少） - △2,025

受取利息及び受取配当金 △6,933 △9,686

支払利息 5,217 3,784

為替差損益（△は益） △65,767 △69,340

売上債権の増減額（△は増加） 109,371 △191,392

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,170 △4,080

仕入債務の増減額（△は減少） △20,471 70,150

未払金の増減額（△は減少） △78,504 91,443

その他 27,919 35,342

小計 △37,370 486,132

利息及び配当金の受取額 6,933 9,686

利息の支払額 △5,217 △3,784

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △150,378 25,204

営業活動によるキャッシュ・フロー △186,032 517,238

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 - △904

有形固定資産の取得による支出 △99,770 △91,295

無形固定資産の取得による支出 △239,501 △181,101

差入保証金の差入による支出 △28,025 △3,949

差入保証金の回収による収入 - 181

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による支出

- △891,575

投資活動によるキャッシュ・フロー △367,298 △1,168,645
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 - 100,000

短期借入金の返済による支出 - △64,000

長期借入金の返済による支出 △97,499 △137,299

ファイナンス・リース債務の返済による支
出

- △1,246

株式の発行による収入 984,730 1,155,600

新株予約権の発行による収入 - 1,570

配当金の支払額 △159,654 -

株式公開費用の支払額 △173,196 -

株式交付費の支出 - △5,334

シンジケートローン手数料の支払額 △1,050 △4,000

その他 △550 △1,032

財務活動によるキャッシュ・フロー 552,779 1,044,255

現金及び現金同等物に係る換算差額 33,195 22,960

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 32,643 415,808

現金及び現金同等物の期首残高 1,195,142 1,378,443

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,227,786 1,794,252
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（４）継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

　

　

（５）セグメント情報等

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注１)

四半期連結損益
計算書計上額

(注２)日本 米国 その他 計

売上高

外部顧客への売上高 1,093,151 901,802 100,947 2,095,901 ― 2,095,901

セグメント間の内部売上高
又は振替高

293,887 23,742 7,115 324,745 △324,745 ―

計 1,387,038 925,545 108,063 2,420,647 △324,745 2,095,901

セグメント利益又はセグメン
ト損失(△)

△258,250 70,537 △84,970 △272,683 ― △272,683

(注) １ 売上高の調整額は、セグメント間取引消去になります。

２ セグメント利益又はセグメント損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

２. 報告セグメントごとの資産に関する情報

該当事項はありません。

３. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　４. 報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注１)

四半期連結損益
計算書計上額

(注２)日本 米国 その他 計

売上高

(1) 外部顧客に対する
　 売上高

1,765,736 964,419 157,657 2,887,813 ― 2,887,813

(2) セグメント間の
　 内部売上高又は振替高

309,750 37,065 43,134 389,951 △389,951 ―

計 2,075,487 1,001,485 200,792 3,277,764 △389,951 2,887,813

セグメント利益
又はセグメント損失(△)

266,356 12,019 △54,631 223,744 ― 223,744

(注) １ 売上高の調整額は、セグメント間取引消去になります。

２ セグメント利益又はセグメント損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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２. 報告セグメントごとの資産に関する情報

当第２四半期連結会計期間において、テックロー・ソリューションズ社の株式を取得し、新たに連結の範囲に

含めております。これにより、前連結会計年度の末日に比べ、当第２四半期連結会計期間末日の報告セグメント

の資産の金額は、「米国」セグメントにおいて1,137,856千円増加しております。

　３. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(のれんの金額の重要な変動)

当第２四半期連結会計期間に「米国」セグメントにおいて、テックロー・ソリューションズ社の株式を取得

し、連結子会社といたしました。当該事象によるのれんの増加額は当第２四半期累計期間末日において147,045

千円であります。

なお、のれんの金額は取得原価の配分が完了していないため、暫定的に算定しております。

　４. 報告セグメントの変更等に関する事項

（企業結合に関する会計基準の早期適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日改正。）「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日改正。以下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する

会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日改正。）等が平成26年４月１日以後開始する連結会計年度の

期首から適用できることになったことに伴い、当第１四半期連結会計期間よりこれらの会計基準等（ただし、連

結会計基準第39項に掲げられた定めを除く。）を適用し、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計

上する方法に変更いたしました。

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間セグメント利益が、「日本」で

87,803千円減少、「米国」で503千円増加しております。

　

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

当社は平成26年８月28日にドイツ銀行ロンドン支店と第三者割当による株式買取基本契約（包括的新株発行プロ

グラム"STEP2014モデル"）を締結し、契約締結日から平成27年２月18日の期間で、各割当決議の割当上限を

1,000,000株として、当社の取締役会決議に基づきドイツ銀行ロンドン支店に対する第三者割当による新株発行を可

能としています。

割当決議、払込期日は以下のとおりであります。

割当決議日 払込期日

第１回割当 平成26年８月28日 平成26年９月16日

第２回割当 平成26年11月19日 平成26年12月５日

第３回割当 平成26年12月10日 平成26年12月26日

第４回割当 平成27年２月18日 平成27年３月６日

当社は第１回割当決議を平成26年８月28日に行い、平成26年９月16日付でドイツ銀行ロンドン支店より第三者割

当増資の払込みを受けました。この結果、当第２四半期連結累計期間において資本金及び資本剰余金がそれぞれ

577,800千円増加し、当第２四半期連結累計期間末において資本金が1,673,158千円、資本剰余金が1,460,618千円と

なっております。

　

　

（７）重要な後発事象

該当事項はありません。
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